
〔ⅩⅠⅤ〕 運搬荷役機械およびエレベータ

MATERIAL HANDLING EQUIPMENT AND ELEVATORS

荷役設備の増強は各種工業の能率化こ不可欠のもので

したがって30年産も各方面からの需要が多く,各建のも

のを製作した｡特に顕著のものは造船用水平引込クレー

ンの製作ならびに受注,火力発電所建設に伴う陸揚設備

および輸出用クレーンの進出である｡すなわち昨年度印

度TATA 鉄所に納入した6台の天井クレーンは現地

据付も完了の現在,既設の諸外 のものに比しなんら

遜色なくむしろそれを凌駕しているとの絶大なる好評を

博している｡本年は引続き2台受注し目下製作中であ

る｡また7ルゼンチンRioCorralito発電所用50/10t

X13m天井クレーン1台,フィリッピンBloomingCo･

5tx14m,5tx15.85m天井クレーン2台,日‖麦The

Tinplate Co.15tx65しOV天井クレーン1台をそれぞ

れ納入した｡なお特 すべきは泰国へ35t レッキング

クレーン3台を納入したことである｡今後の運搬機の海

外進出は期して持つべきものがある｡

大形遣輪用塔型水平引込クレーンはブロック建造の必

然の要求であり日立造船納入の50tx24m 2台は本邦

最大のものである｡

標準型天井クレーンにデルタビーム方式を採用し大幅

に重量を畦滅し多数納入したが,このデルタビーム方式

を大型犬井クレーンたも応用したこ..とは一大進歩といわ

なければならぬが絶えず研究改良を重ね御期待に沿うつ

もりである｡

巻上機では多年の経験と最新の研究に いて新標準巻

上健を製作した,すなわち300HP関本炭砿㈲めがそれで

ある｡また我国最初のサイクルチェンジ方式を採用した

400kW巻上機,運搬量の増加その他幾多の利一Lエある大型

斜坑スキップ巻上設備および操車装置を完成納入した｡

一方空気輸送機としてはその真価は年ごとに認められ

各方面の需要は増加の一途をたどっている｡本年も各種

のものを多数納入したうち特筆すべきは微粉炭輸送設備

に遠方操作の全自動式のもの,鋳物砂の輸送機の完成で

ある｡

小型ホイスト群に500kg型新製品および二種の電動

トロリ付新製品が標準機痙に加えられた｡また普通型ホ

イスト群にも,選択二重速度トロリ付のごとき特殊用途

品の完成および仝,半自動操作部品を完備した漁船用ホ

イストは大型漁船こ使用される単能ホイストとして,ホ

イスト応用の新分野を開拓した｡

エレベータおよびエスカレータに関してⅠ･ま昭和30年度

は画期的建築が一段落したためか,記録的な飛躍は見ら

れなカ~;ったが,量的には29年度に次ぐ業績をあげること

ができた｡相変らず直流ギヤーレスエレベータおよびギ

ヤードエレベータは多いが,1台当りの積載量が大きく

なって速度の比較的低いものが増加した.∴交流エレベー

タの需要の王座は依然土して樟がず,一般ビルヂングの

乗榊,人貨用,患者用,貨物用なごとして~大量に納入され

た｡そのうち特殊なものニケージを丸型こしたエレベー

タや,テレビ塔のストF-･一クの大きい屋外用エレベータ

がある｡

制御閑傭では,直流発電機の固郁守性∴検討を加え制

御盤而のコンダクタの数を非常･:二少くした新らしいカ式

が完成し,機械室の床面積が少くてすむので,古くなっ

た交流エレベータを撤去して直流と間う璽えうる見通し

がついた｡その他月動着床用ランデングマグネット,フ

ロアーコントロ←ラーなご,電気器只の改良にもはるべ

きものがあった｡

エスカレータは機構的に幾多の改良が行われ,橘~lご1■貨

店こHE-1200型2台を納人した他,上野の松坂屋から

2台,岐阜の丸物デパートかF)1台な受注した｡以下1

年間を回顧してその成果を展望して見よう｡

ク レ ー ン

デルタビーム形大型天井クレーン

天井クレーンの軽量化上いう問題l■ま,我 はもとより

世界各同メーカの共通した方針となっている｡すなわち

第1囲 天井クレーン低速形120/20txll.6m
Fig.■1.Electric Overhead Travelling Crane

120/`■20txll.6m
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第2図 天井クレーン低速形50/10txll.2m

Fig.2.ElectricOverheadTravellingCrane

50/10txll.2m

クレーン重量を軽減することにより娃家への荷重の軽減

を図り,また

日立

力消費を節約することができる｡

作所では,昨年 小型の天井クレーンガーダに

最も進歩したデルタビーム方式を採用し,従 のク レー

ンに比して大幅に~重量を軽減したが,このデノしタビーム

方式を大容量のクレーンに適用するため,研究を重ねた

結果,今年に人り天井クレーン120/20txll.6m南北電

二け八久和発電所納(第1図)なごの大形クレーン数台を㍍

成したLlそれぞれ好評裡に稼動l~トである｡これらはいず

れも主けたをプレートガーダとし,その上フランジて･封隔

を広めて主荷重と水平荷重に耐えさせ,従 の補桁ほや

めて,上フランジ端と主けた1ご端をパイプトラスにより

つないだ断面▽形のガーダで,全熔接構造である｡また

サドルは,鋼板をプレスしたボックス型の構造を採用しノ

たので,大容量クレーンにもか｣わらず外観はきわめて

軽快で,クレーン重量は従 のものに比して大幅に軽減

された.｡これらのクレーンについては細部に

測定を行ったが性能,強度ともに従

六って応力

のクレーンに較べ

てなんら遜色のないことが締められた｡

120/20txll.6m天井クレーンの概略仕様ほつぎの通

りであだ)｡
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第3図 天井クレーン低速形10/3tx13.85m

Fig.3.Electric Overhead Trave11ing Crane

lO/3tx13.85m

棲準型天井クレーン

日立標準型天井クレーン(第3図)は,高速無音の製作

方針の~Fに,絶えず研究と改良を重ねているが,すでに昨

年はぷ評あるCF制御方式を採用したユニット式の高性

能クラブを完成し,好評を博している｡本年はガーダ部

分に画期的な構造のデルタビーム方式を採用して,すで

に数十台を製作し,クレ←ン 界の最先端を進んでいる｡

その概略を紹介すれば′~~)ぎの通りである｡

クラブ部分は日立評論第37巻第1号〔ⅩⅠⅤ〕を参照さ

れたい｡ガーダ部分は桁の横断面が三角形の,デルタビ

ーム構造を仝1~白川勺に採用した｡このデルタビームは,数

年間の研究と試作の 生れたもので,従 のガーダと

比較して遜色ないのみか,各種の利点を有している｡

(1)上面フランジの幅が広いために,垂直荷重および

水平荷重:こ有効に働くとともに,歩道兼用となり,従

来のガーダ歩道より轟かに幅広で,保守点検に便利な

構造である｡

(2)補桁がないために,大幅に重量が軽減され,した

がって車強圧力が/トとなり,走行桁および産屋の建設

費が安くなる｡

(3) ボックス形サドルを併用することにより,ガ∴∵ダ

とサドルの結合が今までより強固になり,斜行を生ず

るおそれがない｡などの特長がある｡

輸出天井クレーン

昨年度日立 作所では印度TATA製鉄所に重負荷形

の天井クレーンを6台製作輸出したが,引続いて本年度

はプラント輸出の一環として,アルゼンチン Rio Cor-

ralitoP.S∴こ50/10tx13m発電所用天井クレーン1台

(第4図),フィリッピン Blooming Co∴二5tx14m,

5tx15.85m平炉工場用天井クレーン各1台を納入した

が,いずれもこき下にCF制御方式を採用した最新形のも

のである｡また印度 The Tinplate Co.に15tx65′

重負荷形天井クレーン1台を納入した｡これはクラブを

a11gear box としたほか,日立天井クレ桓ンの近代化

の方途をあまね′二実施Lたものである｡
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第4図 天井ク レーン低速形50/10tx13m
Fig･4･Electric OverheadTravellingCrane

50/10tx13m

なお上記印度TATA 鉄所納のものは,現地据付完

了後の現在,既設の米英独など各国メーカーのものに比

してなんら遜色なく,むしろそれらを凌駕して稼動巾で

好評を博しているが,引続き今年は30/15tx82′,15t

X96′ の重負荷天井クレ←ン2台を受注し目下製作中で

ある｡これらは口立天井クレーンの国際的水準が何辺に

あるかを示すとともに,今後の海外進出の明るい見透し･

を示している｡

重負荷形天井クレーン15tx65′の仕様
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ツト付天井クレーン

ト付天井クレーンは本年度も秩父セメソ

ト納の15t 2台を始め10数台を製作した｡最近のグ

ラブバケット付天井クレーンは次第に大形化の傾向にあ

り,昨年 ほ終戦後の記録品目本セメント納の15t 2

台を製作したが本年度も同じ15t 2台を秩父セメント

に納入した｡第5図は最近のグラブバケット付天井クレ

ーンの一例であるが,最近改良された主な点はつぎの通

りである｡

(1)グラブバケット付天井クレーーこ/は衝撃が大きいた

め横行トロリ線が振動し,はなはだしいときは横行ト

ロリホイル上に躍り上って電流が 断される｡主回路

ではこの瞬間的な遮断は大して問題にならないが,リ

ミットスイッチ回路にこの瞬間的な 断が起れば直ち

に電磁式主開閉器が動作して電源が切れてクレーンの

運転が停止する｡この欠点を除くためリ ットスイッ

チ回路の横行トロリ線をやめてキャブタイヤケーブル

集電方式に変更した｡これにより上記欠点は完全に解

決された｡

(2),セメント工場,化学工場などの塵壌,ガスの多い

ところではトロリ殊に皮膜ができ,これがしばしば故

評 論 第38巻 第1号

第5図 グラブバケット付天井ターン4txllm

Fig.5.Electric Overhead Travelling Crane

with Grab Bucket4txllm

障の原因となっていたがこの対策としてトロリホイル

式をシュー式に改め,クレーンの横行走行によって皮

膜を自動的iこはがすようこLた｡これによりまた集電

部品の寿命を長くすることができた｡また従来のグラ

ブ操作用またはブレーキ帽のサーボりブタは防塵に対

L万全ではなかったが,今回押上棒部分にべローを附

lナた完全防塵形を採用してサーボリフタの塵壌による

故障の絶無を期した｡

秩父セメント納のグラブバケット付天井クレ←ン15t

X28.6mの仕様は下記の通りである｡

仕 様

巻 上 荷 重……………………‥15t

グラブノ

ス
リ
巻
横
走
電

ケット……4.4m3(石炭石にて約7.3t)

ン…….……………‥28.6m

ト……………………20.9m

上………‥.36m/min125kW
行‥‖……‥50m/min15kW■

行…………120m/min 50kW

源……….‖……‥200V 50nu

造船用塔形水平引込クレーン

最近外国船の建造で活況を呈してきた造船所では,大

形船舶の熔接施工法の採用によるブロック建造が盛んに

なり,従来 20t程度の能力を持つ塔形クレーンでは,

能力.が不足してきたので,船殻建造用クレーンとしては

さらに能力の大きいものが要求されてきた｡

他方クレーン基礎その他に制限があり,輪重を少くす

るためにも,自重の軽いクレ←ンが要求される｡

このためには風圧が少く,上部の旋回部分が軽く船更

建造作業に適した塔形水平引込クレーンが,この目的に

沿う代 ある｡

今度日立造船に納入された50t塔形水平引込クレ←

ンは,船設建造用とし

台目を製作中のほか,

屋造船納め乃ものを,

て 作されたもので,引き続き2

この種クレ←ンは飯野重工,名古

おのおの据付け納入した｡

代表的な日立造船納50tクレーンについて,その特長

を述べると

M･･･132-



運 搬 荷 役 機 械 お よ び ェ レ 一 夕 133

第6図 50t塔形水平引込ク レーン

Fig.6.50t LevelLu伍ng Crane

特 長

(1)従来の塔形クレーンの代りにスイングレバ形水平

引込式クレー㍉ンとしたために,自重が軽く,ブームが

僻仰するため障得物をよけることができ運転容易であ

る｡

(2)巻上速度は荷重の大小に応じて,速度切替をスイ

ッチ操作で行う｡なお巻下げときに微速をだすために

ダイナミックブレーキを併用している｡

(3)荷重指示計を備え,旋回半径と関連して,許容値

以上の巻上荷重を吊る場合には,

断する安全装置を備えている｡

旋 回 半

巻 上 荷

電

報を発し回路を遮

本機の機能

径.‥.......maX.38m min18m

重….24mにて50t 38mにて28t

程.…….軌条面上45m 下5m

源………………‖440V60′ヽ

陸 揚 機

関西電力姫路発電所と多奈川発電所に納めた 250t/h

陸揚機は,10,000t級の本船から機帆船に至る各種船舶

から石炭を陸揚するのを目的とした提炭機であるが,両

発 所ともその道炭設備の内容が従 の形式と著しく

っている｡すなわち従来火力発電所運炭設臓といえば

→貯採炭橋形クレーン
陸揚機→貯炭コンベヤー -■

｣直送コ
炭コンペヤ

→バンカ←送りコンベヤーりベンカー

という形式が最も多く採用されていたが,今回新設され

た両発電所では

陸揚機一
→貯炭場→スクレーパ,プルド←ザによ

り貯炭ならびに採炭→地下ホッパ

→直送コンペヤ

ーりベンカー送りコンペヤ→バンカー

第7図 250t/血 石炭陸揚機
(関西電力姫路発電所納)

Fig.7.250t/h CoalUnloader

と陸揚した石炭の貯炭ならびに採炭にはスクレ←ノ㍉ プ

ルドーザを用い,大形の貯採炭用 形クレ←ンを使わな

い点が大きく異っている｡

したがって最も重要な役割を果す陸揚機は,選炭設備

全体の機能を十分発揮するよう種々考慮が払われてい

る｡すなわち本慨の機内コンベヤはβ1,β2の2条に分

かれ,稜部月2コンベヤは左右300宛日動旋回可能とし

て広範囲に石炭を散布するとともに,その先端に取付け

たシュートは伸縮可能で,貯炭場の高さに応じて

スクレーパ,ブルドーザがその下を通過して貯

整し,

炭を行

うのに便利な構造にしてある｡またβ1,β2連結部には

自動コールサンプラーを設け揚炭巾自動的に試料を

することができる｡

本機によって運搬される系路は

ホ ッ
パ

→β1コンペヤ

取

→β2コンペヤ→貯炭場

→直送シュート→直送コンペヤ

となり,ホッパ,フイ←ダを経て月1コンベヤ上に運ば

れた石炭はβ1コンベヤ上に設けた秤量機で計量されな

がら先端二叉シュートに達する｡こ｣で自動サンプラ一

によって試料を採取しながらβ2コンベヤまたは直送シ

ュートに落される｡
本機の操作は1人制御(One man COntrOl)を原則と

し,巻上,開閉,引込,旋回および走行の各動作は勿論

β2コンベヤ自動旋恒lに至るまで運転室で1人の運転手

によって制御できるが,β2コンベヤ旋回は単独操作も可

能である｡サンプラーの操作は姫路発電所納めのもので

ほ起動,停止ともβ1,β2連結部で行うが,多奈川発電

所納めのものはβ1コンベヤとインターロックし,β1コ

ンベヤを起動,停止すれば自動的にサンプラ←も起動,

停止するとともに,自動,手動の切換スイッ･チを別箇に

設けてβ1コンベヤと無関係に_単独操作もできる｡なお

β2先端シュート伸縮は貯炭場の状況を絶えず監視しな

がら操作する必要上,見透しの利くβ1,β2連結部で操

133･･---｢
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作するようになっている｡

本機は従 の陸揚機に比較して構造上,操作上椎々政

良が加えられているが,そのおもなものを挙げればつぎ

の通りである1,

(1)ボックスウインチ式とし陸揚能力を増すため,巻

下速度は巻上速度の120%となるよう設計してある｡

(2)旋回装置は竪形電動機を使い,ウオームギヤ一機

構をやめ駆動装置をコンノミクトなものにするととヰ)

に,機械効率をよくしてある｡

(3)運転手がハッチ内部を十分見透せるよう違転室ほ

按差式とし,船上まで突出す構造となっている｡

(4)旦,β2ともベルトコンベヤ駆郵にはぎヤードモー

トルを使ってある｡

(5)動,β2連結部に設けた自動=-ルサンプラは揚炭

中統計的に少量の石炭を試料として探針す一るもので,

多奈川発電所納めのものには米国 GALIGHER Co.

梨のものが取付けられる｡姫路発電所納のものは日立

製作所で掛こ設計製作したが,その特長はつぎの通り

である｡

(i)一次カッターと二次カッターの移動速度を一定

とし,中間移送用のバイプレーティングフィーダの

容量を可変として採取量を調整するようにしてある

(ii)バイプレーティングフィーダは連続運転とL,

二次カッターは一次カッター起動後一定時間後に運

転するようにしてある｡

(6)姫路発電所納めのものは勿論,多奈川発電所納ゆ

のものも一次,二次カッターおよびクラッシャー,サ

第1表 250t/血石炭陸揚機の仕様

(関西電力姫路発電所および多奈川発電所納)

Tablel･Characteristics
of250t/hUnloader

KansaiElectricPowerCo.HimejiP.S.and
Tanagawa p.S.)

姫路 孝吉 電 荷‥ 納

製 作

能

巻 上 荷 重

グラブバケット

旋 回 半 径

揚

径

巻

｢-,

引

旋

走

程

間

上

関

走 行 軌 条

フ ィ ー ダ

ベルトコンベヤ

ベ ル ト

速度及び電動機

β2 旋 回

シュー下伸縮

レールクランプ

運転室孜差

電 源

1台

石炭 250t./b

8t

容童 5m:i

最大28m,最′ト9m

21･736m軌条雷寺壬冒芳36m
24m

lOOm/min

80m/min

80m/min

l.25rpm

20m/min

50kg

200kW

75kW

30kW

30kW

60kW

レシプロ可変型7.5HP

βユ,月9共 300t/b

900×6Px(3+1.5)

105mノ/min15kW

左右3001′/8rpm3HP

2.5m/min 2kW

手動 4組

10mノ/min 3kW

440V 60･ヽ

多奈川発電所納

2台

石庚 250t/h

8t

容量5m3

最大28m,最小9m
常用10m

24m
軌条面上 7.5m

南下16.5m

24m

lOOm/min

80m/min

80m/mill

l.25rpm

20m/min

50kg

200kW

75kW

30kW

30kW

60kW

エプロンフィーダ7.5IIP

β1,β2共300t/r~b

900×6Px(3+1.5)

105m./min15kW

左右3001/8rpm3甘P

2,5m/min 2kW

手動4組電動2×3kW

lOm/min 3kW

440V 60′､

評 論 第38巻 第1号

ン■プルカンの連結シュート額は日立製作所で製作した

が,サンプ′しカンにいたるシュート内両には特殊シュ

ートライニングを用い石炭が附若しないようにしてあ
る｡

(7)直送シュートはその経路が長いため,シュート出

口に･月1コンベヤとインターロックした電動インベラ

~を設けて石炭がコンベヤペルートに衝撃的に落ちない
上うにL,特に多奈川発電所納めのものはレベルスイ

ッチをシュートに取付け,シュートがつまると遜転室
内警報ブザーを鳴らすと同時に,フィーダ,β1コンベ

ヤを停めるようにしてある｡

(8)β2コンベヤ先端シュートは電動ウインチを備え,

βhβ2連結部の建屋内から貯炭場を見渡しながら適当

な高さに調整できる｡

(9)配電盤ほ,防塵構造のサッシュで二重に仕切られ

た室内に納め,塵境なごが附着せぬよう万全の策を施

してある｡

(10)多奈川発電所納めのものほ先方の指示もあり故障

表示盤を設け,何等かの原因で電動機が過負荷となれ

ばたゞちに運転室内の警報ブザーを鳴らすとともに上

部機械室および下部配電盤室にある故障表示盤のラン

プを点灯し,どの回路が過負荷となっているかを明示

する｡

つぎに両発電所に納めた陸揚機の仕様を第l表に示
す｡

泰国柄35tレツキングクレーン

昭和4年我国において初めて 80t レッキングクレー

ンを製作して以来国鉄,満鉄,一鮮鉄および台湾鉄道局な

どへ納入した数量は10数台におよんでいる｡今年泰同

へ納入した35t レッキングクレーン3台は現地試験も

きわめて好調で,同国内各地に所属されその活躍が期待

されている｡

本機は軌問1m,車制限界も小さいためその 作に当

っては種々な考慮が払われ,つぎのような特長を持って

いる｡

第8図 泰国納35t レッキングクレーン

Fig.8.35t Wrecking Crane
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特 長

(1)･巻上速度はチェンジギヤ一による二段速度とし,

荷粛の軽重に応Jて切換えるようにした｡これは補助

巻上を設けたものと同様の機能を持ち,操作も簡単で

あるから能率良く作 を進めることができる｡

(2)巻上装置の高速ギヤーと低速車ヤーとが同時に噛

み合わないように特別な安全機構としてある′J

(3)旋回はエンジンを逆転することたく,左右いずれ

の方向にも自由にできる｡

(4)飛散した事故物件を作動半径内に引寄せるため,

両側にワービングドラムを備えて作動能力を増進させ
ニ_

(5)支持桁ほヒンジ型で,これを荷重によって全開,

半開およびヒンジ根本と三段に支持台を使いかナる上

ぅにしたので,普通の全開だけのものより條利である0

(6)ボイラは薪焚きであノつて,それに適当するように

構造および火床面積,加熱耐稀などは十分留意されて

いる｡

(7)回送櫛･まブームを限界内に倒下し,その▲ド方にマ

ッチトラックー輌が連蒔される｡このマッチトラック

には給水タンク,道具箱,スリング箱を備え,燃料も

積むほか救 用具も積載される｡

泰国柄35tレツキングクレーン用マッチトラ､ソク

クレン用の薪,水補 用の他に道具箱,フ

ックなどを収納する附随車で,中央に6m3の大さの水

槽,その前後に7オリ戸何の薪,道具箱,フックなどの

を所砕同刷巧 -している｡また起 機への水補給用に2〝

手動ウイングポンプを備え,さらに台枠側面にはシャツ

ケル,シャツクル受を有し本車を起重機で吊上げ反対側

に移すことができる｡

仕 様

最 大 寸 潰(長さ×幅×高さ)

7,504mmx2,675mmX2,120mm

軌
自
荷
国
事
連
プ

間………‖………1,000mm

重(合フック)…………約9t

重(水,薪)…………‥約9t

定 軸 距………………‥ 3,300mm

輪 径…………………･851mm

結 器……………･ABCカブラ←

キ装置……草空プレ∴キ,手ブレーキ

巻 上 磯

関本炭頑納300ⅠIP新標準巻上機

本機ほ多年の経験と撮新の研究に~勘､て製作した新標

準巻上機系列の節1号機であろ｡

仕 様

椚

型

鋼 索牽引

鋼 索 道

春 胴

巻 胴

途.
….∴.鉱卑屈

式….SD-NPO卑i一胴油圧制動機附

力‥‥‥ ………6,400kg

庶………………‥200m/min

径………………‥1,800mm

幅………………‥1,250mm

巻 胴 鍔 径‥………………2ノ250mm

第9囲 300HP新棟

Fig.9.300HP New

Winding Machine

準型番上磯

Standard Type

第10国 サイクルチェンジ制御方式400kW巻上磯

Fig.10.400kW Winding Machine with Cycle

Change Control

巻
電

.
.
.
‥

.900m

….300HP50′㍉10P

木酢.t新しい構想によって,従来¢達上磯に対してつ

ぎのような新しい甘､一戸長が附与された｡

特 長

(1)全体として引緊って重心の低い構造
所要床面積は今までの 80%

軸心までの高さ今までの 90%

(2)主要軸受の自動給油

(3)禰助制動機と主制動機の渦聞達動

(4)視界広く,計器類を集中してデスクセットとLて

構成された運転台

また本機の主要寸法はJIS Z8601による等比標準数

を採用し,この種の標準機械として使用上･製作上の合

理化を図つ｣こいる｡

松島炭疲大島破業所納

サイクルチェンジ制御方式400kW巻上機

本機は坑内設笛斜坑炭車用こして粕二電気制抑二国内

初めてのサイクルチェンジ方式を採用し,すなわち60′ヽ

電源で鋼索速度210m/皿inに対し15へノ発 機電源に

より1/4すなわち約50m/min速度をう.るもので･運

転操作を容易にするため本方式を採用し長が,直接理由
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は本所は海底掘削坑その他の

整作

日 立

囚で坑道状況悪く常に修

を■要するためこの箇所を炭車が通過するときに

50m/min程度の微速が要求されたものである｡運転上

電気消費量少くまた他の巻上機にも臨時にこの1れ発

電機を流用できる便利がある｡

運転台にはデスクセットを設け時計聖深度計,時計型

信号標示器,60～,15′､用の対爆型諸計器などおよび操

作ハンドルを一括してある｡

各軸受は軸固定のオイルカラーまたはオイルリングに

よる自動潤滑とし,また2段の減速歯車はともにケース

入りでオイルバス式である｡

型

鋼 索 張

巻 胴 寸

鋼索径×長

電

電

低

郵
周

波

120kVA

150kW

12kW

仕 様

式………………‥SD2-NPO

力……‥‥………･11,500kg

法(径×幅×鍔径)

2,400mmxl,500mmx3,000mm

さ……=……34mmxl,700m

機…‥.…………400kWlOP

源=…………….3,300V60へ.

ⅣトG set

3¢A.C.G.1,000V15∩し

3¢Ⅰ.M. 3,300~V 60′､8P

exciter llOV

斜坑スキップ巻上設備および操重装置

炭砿において炭車を連 して斜坑から巻上げるいわゆ

るコース巻に比べ,大型斜坑スキップによる巻上法は,

運搬量の増加その他に幾多の長所がある｡日立 作所で

は日璧鉱業江迎鉱業所に先年スキップ巻上磯を納入した

が･今回スキップ設備および坑内チップラーならびに操

車装置一式を製作納入し,昨年初から運転を開始し,現

在好評裡に運転している｡

本設備の概要および特長

(1)積 込 設 備

積込設備は坑内ポケット下部に設置され,ポケット

内の石炭または硬を複線軌道を交互に降下して来る

15tスキップに自動的に積込むもので,スキップの動

きにより自動的に梼込ゲートが開閉し,スキップが微

速巻下げ中に積込まれる｡第1咽は横込装置の下部を

示している｡

特 長

(a)スキップが移動中に積込まれるので積込みのた

めに停止する必要がなく適搬能率が良い｡

(b)積込みゲートを自動的に開閉するため計量ホッ

パーが不要で構造が簡単となる｡

(c)計量ホッパーがないため石炭の粉化が少ない｡

(d)切換バルブを切換えるだけで石炭および硬の積

込みが自由に変えられる｡

(2)坑内チップラーおよび操車装置

坑内チップラ←および操車装置は坑内ポケット上部

に設置し,切羽から輸送されてきた石炭または硬車を

チップラー迄の引寄せおよびチップラーによりポケッ

ト内に放出する装置で,チップラー,カ←ストッノ､,

カープッシヤーおよびカープーラからなっている｡土

評 論 第38巻 第1号

第12図

Fig.12.

特

チ ッ プ ラ
ーお よ び操車装置

Tipplerand Car ControllingDevice

れらの機器は押釦スイッチによる自動操作で各棟器は

連動蓮転される｡第12図はチップラー入口側を示す｡

長

連動自動運転のため能率が良く炭事由をチップラに

押込み,チップラが一回転して停止するまで平均所要

時間は20秒以内である｡

チップラ下普鋸こ石炭,硬切換用の切換シュートが設

置してあるので石炭,硬車をいかなる組合せでチップ

ラに押込んでも,切換シュートを切換えることにより,

石炭は石炭側,硬は硬側ポケットに導かれるので,配

車がきわめて簡単である｡

カープーラは

に往復するため
エールが軌道内に2組釣瓶式に交互

ユ←ルの後退による時間を要Lない

空気輸送機

空気輸送機については機会あるごとに紹介してきた

が･その貞価は年とともに逐次各方面に認められ需要は

増加の一途をたどっている｡特に近年化学工
の急速な

発展にともない,工場内の作業合理化のため能率,得生

ー･･･････････････････136
｢
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ならびに経済的な見地からも,空気輸送機がお｣いに貰

用されつゝある｡

従来セメント,溶成燐肥,′ト麦など十数種類の粉粒体

を取扱ってきたが,30年度は従来の被輸送物に加え,さ

らに新しく亜鉛焼鉱,塩化ビニル粉末など10種類の粉

粒体用を納めている｡以下各製品について記述する｡

フラクソ式空気輸送機

ダム工 におけるセメント 送用,ならびに化学工場

内の製品輸送用として大小あわせて10台 作納入した｡

①主 バ ン カ

(釘 ミ ル パ ン カ

(重義卜料ノヾン カ

④補助バン カ

(めフラクソ式輸送機

(亘ロータリーコック

(可サイクロン分離器

第13図 微粉炭

Fig.13.Schematic

Pulverized Coal

System

捏)バッグフィルタ

(む三方切替弁

(卸ドレーン∵トラツブ

(ゆ窒素圧縮機

⑩アフタープーチ

(堕窒 素 槽

､…･
′

l一 り

送設備系統図

Diagram of

Conveylng

そのうちにはとくに新しい試みとして,日本水素小名浜

工場にコッパース式微粉炭燃焼炉ガス発生装置の一環で

ある微粉炭輸送設備一式を納入した｡本設備は連続的に

使用する微粉炭を,遠方操作の全自動式空気輸送設備に

よって輸送するものである｡設備一式は弟13図に示すご

とく,材料バンカの微粉炭をロータリコックをへてフラ

クソ式輸送機に入れ,主バンカあるいはミルパンカへ輸

送する第一系統と,主バンカの微粉炭を2台の輸送機に

ょり燃焼炉上の補助バンカに輸送する第二系統よりな

る｡なお輸送用圧縮機としてけ後述のごとく250HP窒

素ガス圧縮機を使用している｡主バンカから引出された

微粉炭はプラクソ式輸送機内に入り,こゝで輸送機とと

もにスプリング式自動計量機により計量された後,補助

バンカヘ輸送される｡補助バンカ上にはサイクロン式分

離器が取付けてあり,大部分の微粉炭は分離されて該バ

ンカヘ供給される｡一方窒素ガスはバッグフィルタおよ

びブロワをへて大気へ放出される｡バッグフィルタは

1HP 電動機付自動振動装置を有し,主バンカ上におの

おの1基設置され両系統に共有されている｡なお各バン

カのレベルスイッチにより,照光盤には現 入っている

微粉炭の量が表示される｡微粉炭が規定量以~Fになると

ランプおよびペルによって表示と警報がなされ,微粉炭

第14図 プラクソ式空気輸送機 (微粉炭用)

Fig.14.Fluxo TypePneumaticConveoyr

for CoalDust

はたゞ.ちに量の減少したバンカヘプラクソ式輸送機によ

って供 されるようになっている｡また第二系統の2本

の輸送管中いずれか一方に事故のあった場合は,他の輸

送管に切替えて使用することも可能である｡以上の機器

操作および調整はすべて照光盤を見ながらできるように

なっている｡

本設備のおもな仕様はつぎのごとくである｡

仕 様

第一系統

フ･ラグソ式輸送機‖……1台
輸 送 量……‥15t/h
輸 送 距 離.……‥.65m

輸 送 管 径…………5〝

窒素ガス圧縮機….‖ 250HP

吸引用プロ ワ……3HPx2

第二系統

2台

10.6t/b
195m

!i･●

第一系統と共用

第一系統と共用

こめほか日立製作所清水工場における鋳物砂輸送用に

ロータリフィーダ付フラクソ式輸送機を 作した｡

砂は粗度分布が広く比較的不揃でしかも磨耗性が非常に

大きいから,ふつうのロー一夕リフィーダ方式あるいはフ
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第15図 自 動 式 二 万 切 替 弁

Fig.15.Automatic Two Way Valve

ラクソ方式をそのま■ゝ用いることは適当でない｡そこで

両者の特長を活用してフラクソ式輸送機の底弁のかわり

にロータリフィーダを取付■け,鋳物砂を一 送輪
､

ず量

管内に落下させ吹飛ばす高圧輸送方式を採用した｡従

の方式では,砂のごとき均一に流動化されないものに対

しては,輸送管閉塞をまねくおそれもあったが,この方

式により 物砂輸送は全く定常,確実に行われている｡

ロータリフィーダ武生気輸送轢

工場内における比較的小容量,近距離の各種粉末輸送

用として数稀類のロータリフィーダ式空気輸送機を 作

した｡モンサント化成および呉羽化成にそれぞれ納入し

た塩化ビニル粉末の空気輸送機は,従 のロ←タリフイ

ーダを改造して,軸受の粉末による損傷保護をいつそう

確実なものとし,さらにロータの先端に特殊材料を1夜付

け,ケーシングとの摺動部は気密を保ちながら熱の発生

を防ぐ構造とした｡

ホ イ ス ト

500kg小型ホイ スト

250kg型の構成を 本にして完成されたもので,従来

型に比して性能は同等であるが,重量70%,形状60%

とそれぞれ小型軽量化された新製品である｡メカニカル

ブレーキを省略し,新方式マグネットブレーキを採用し

て作用の確実性を保証している｡また手押トロリ付なら

びに鎖動トロリ付で〔ま2本のボルトを抜取るだけで,ト

ロリフレームが左右に広く開口できるから,Ⅰビームヘ

の着脱はごく簡単にできる特長がある｡

電動トロリ付小型ホイスト

250kgおよび500kg二種の電動トロリ付小型ホイス

トが完成され標準機柿に加えられた｡本体とトロリモー

トルとをⅠビームをLトL､としてその左右に対向配置し,

両 の中央空所内にロードブロックを巻上げるようにし

た→種のローヘッド型である｡Ⅰビームに平行するドラ

ムによって,はなはだしい柿引にも耐え,また本体プレ

評 論 38巻 第1号

第16図

500kg/ト型ホ イ スト

(型式1ノ/2JKH--JCT)

Fig.16.

500kg Baby Hoist

策18国

選択二重速度電動トロリ付

ホイスト

(型式2H-MTS-TF)

Fig.18.

Selection Double Speed

HoistwithMotorTrolley

第17囲

250kg/ト型電動トロリ付

出イスト

(型式1/4JKH∵KMT)

Fig.17.

250kg Baby Hoist with

Motor-Driven Trolley

第19図

全(半)自動操作ホイスト用

安内スイッチ(型式UDS)

Fig.19.

Limit Switch for Auto･

matic(Semi-Automatic)
ControIHoist

ームとトロリフレームとの一体化による重量,形状の小

型化など,従来の電動トロリ付に!:･.‡見られない持長があ

る｡†疋 型と同様:ニ4輸駆動のカ式を採用したため走行

時の滑りが少なく,移送を主目的とする作業に最適であ

り,自動車工業その他にほ好適の機柿とされていろ｡

選択二重速度電動トロリ_付ホイスト

押鉛の操作によって普通の走行速度と0.6～1.5m/min

程度の微速度の両用に使用できる持殊性能のホイスト



第20図

200kg漁船用ホイスト

(型式1/5FKH-FPT)

Fig.20.

200kg Hoist for

Fishing Boムt use
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第21図 三和銀行本店納ギヤ←レスエレベータ

Fig.21.Gearless150m/min Elevators

で,▼コンベヤの流れにのって進行中の工作物に,平行し

たⅠビ←ム上に走行しつつ他所から部品あるいは熔湯な

どを移送し,微速度に切換えた状態で平行移動しつつこ

れを組付あるいは持込みなどの作業を加えるに適する作

業主機的ホイストである｡トロリモートルは高速用およ

び歯車内蔵の微速用の二辞があり,特殊の電磁クラッチ

により切換えて操作される｡

上下限用案内スイッチ

ガイドレールおよびケージを用いない全自動ならびに

半自動操作方式にl･･まホイストのドさムまたはモートルの

回転に直接関連して作用する一柁のリミットスイッチが

必要である｡木椀はこの用途に川いるもので,普通型ホ

イストに追加取付けられる｡木機を従 発表ずみの各秤

全自動ならびに半自動操作用部晶に併せ用いれば,高度

の操用が可能となる｡この挿部品の完備によりホイスト

の用途は非常に拡大された｡

漁船用ホイスト

150～450t級大型漁船の魚体処理用にホイストを応用

作

ナ
〕

常

L
ヒ
一

-､､-

れす きるという点に着目して

製作された単能ホイストである｡海上での使用に適する

完全密閉構造,マスト問に張り渡したワイヤロープに向

下げられる手引きトロリ付,ツヅミ型ドラムにより極端

な横引きと150のピッチングに耐える能力などの特長が

あり,最近では漁鴫にほ不可欠の用具に数えられている｡

エ レ ベ ー タ

直流ギヤーレスエレベータ

30年度も多数のギャレスエレベータを納入した｡我同

の萩高速度150】町′min放でほ三和銀行本店の3台およ

び埼玉ビルの1台がある｡120m/min級では,堂島ピル

の2台,同際電信電話ビルの2台などがそのおもなるも

のであるり本年度の傾向として荷重が大きく,速度の比

較的遅いものが多かった｡文化服装学院に納めた2台は

積載量2,500kg(24人乗)で速度は90m/minである｡

三和銀行本店は今回大阪市東区今橋三丁目に新設され

たビルで地下2階地上8階の豪壮を誇る大建物である｡

日立製の客用エレベータ4,5,6号機3台はその玄関右

側に設置され,定員14人(積載量1,050kg)速度150m/

minのものである｡第2】図に示すように,ジャムはテー

パ←つきで中央両開き扉を釣り込み,上部のランプ式イ

ンヂケ一夕は階床文字を筒々に壁に埋め込んだ新らしい

型で,白隋の文字だけ色を変えてわかりやすくするなど

の工夫がこらされている｡ケージはコ←ナーを丸くし,

また天井は平であるが出入口上方の螢光

七柔かい感じをもたせている｡

綿曲の板張

3台のエレベータは平常シグナルコントロールとして

輸送能プJを最高度に発揮するが,4号磯は閑散時にコレ

クチブコントロ←ルに切替えて自動運転とし,人件

低減するように考慮されている｡こ｣ではまた5,6号機

のうちの1台を運転手付シグナルコン1トロールとし,4

号機をコレクチブコソトロールとして同時に使うことも

できる｡

堂島ビルでは前からついているェレべ←タが相当古く

なったので,昨年2台を取替え,今年また2台を最新式

のギヤーレスに取替を完了した結果,エレベータはその

面目を一新したのみならず,輸送能率を向上して乗客へ

のサービスがよくなったので,建物の価値を高めること

にも効果があった｡このビルの玄関8こはいると,左右両

側に13人乗120m/minのエレベータが2子‡死ならんで

いる｡1階の天井まで立ヒった黒塗のジャム枠と,これ

に取付けたインヂケ一夕とはよく調和して出入口回りを

いつそう引立てゝいる｡4台とも運転手付のレコrドコ

ントロ←ル式で,乗客の行 に応じて逆転盤の釦を押し

て置けば,かならずその階に伴｣Lすろので,運転手は単
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第22国 文化服装学院納ギヤーレスエレベータ

Fig･22･Gearless90m/mine Elevators

iこハンドルを押して起動を繰返1-とばよいようになってお

り,運転がきわめて容易である｡

国際電信電話ビルは本年8月落成を見た近代的の建物

である｡エレベータ施設もその名に耳らじない18人乗速度

120m/minのもの2台が設置され,最高級のオーダリー

シグナルコントロールによって管理運転を行っている｡

30年9月に新築落成した文化服装学院は,地下1階地

上9階の堂々とした建築であり,建屋が円形である点に

特長をもっている｡エレべ←タは24人乗り大型のものが

2台 列に設置されている｡速度は90m/minでギヤー

レスとしては低速に属する｡特に安全という点に注意を

払い,注文主の要求があって20%の過負荷に対しても

十分たえるように設計した｡なおケージが停電その他で

停止した場合には,手動開放装置により扉を開いて出る

のが普通であるが,万一ケージの停止位置の関係で天井

のマンホールから出なければならぬときのため,非常梯

子を側板の外部に設けて,容易に脱出できるようにした｡

これらはすべて女子学生を対照として少しの不安感も起

させないように考慮したものである｡また学校の性格か

ら塗装については色彩仕上とも入念に行った｡本学院に

は夜間部もあるので日夜長時間にわたり使用されるが,

きわめて好調で,輸送能率をあげシグナルコントロール

の特長を遺憾なく発揮している｡

名古屋駅前に新装なった東和ビルには14人乗120m/

minのエレベータ4台が並列に設置された｡内2台が日

立製作所製,他の2台は東洋オーチス社製であり,各2

台ずつ1組のシグナルコントロールになっている｡1階

出入口のジャムはカーブのついたステンレス ヘヤーラ

イン仕上とし,これにホワイトブロンズメッキヘヤーラ

イン仕上の小波板張りのドアーを取付けて 実な感を与

えている｡2階以上はジャムがなく,出入口廻りの壁は

すべて鋼板製塗仕上としたことは注目に値する｡一般階

ーー･･･････････140

評 論 ｢第38巻 第1号

第23図

Fig.23.

ケージ側板に設けた非常用梯子

Emergency Ladder

第24図 東和ビル納ギヤーレスエレベータ

Fig･24.120m/min Gearless Elevators

のドアーほホワイトブロンズメッキのヘヤーライン仕上

であり,またFl~1入口のシルも硬質アルミ製とし,すべて

自一色である｡ケ←ジは二重天井としこれにも1階ドア

ーと同じ小波板を張った｡天井上部の周囲から光が出る

螢光灯の柔かい間接照明とともに斬新的な設計である｡

また4台のケージの塗色が1台ずつ全部異っていること

も面白い｡

直流ギヤードエレベータ

本年納入した直流ギヤードエレベータのおもなるもの

を拾って見よう｡

会館納の2台は6人乗90m/minの比較的小容量

であるが,ジャムの柱および上梓はカープ付とし,イン

ヂケ←タは回転型のものを前面に傾斜させて坂付けるな

ど,なかなかこっている｡本エレベータの制御方式は,

発電磯界磁のタイムコンスタントを利用し,コンダクタ

ーの数を極力ヘらした新らしいものである｡コンダクタ

ーが多ければ加速,減速の加減がしやすいのは当然であ

るが,とかく電気接点を多くすると,勢い故障の起る公
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第25図 実業会館納直流ギヤードエレベータ

制御腰

Fig.25･ControIPanelfor D･C･Geared

Elevator

嵩も多い｡日立製作所においては鋭意研究の 果,性能

にくらべて勝るとも劣らないい しかもコンタクダ

の数の少いもの｣製作に成功した｡弟2咽はその制御盤

と電動発電機で,機械卦こ占めるその床面積が約50%に

なった｡第2咽はこれと合せて改良小型化されたフロア

_コントローラである｡これらを綜合して,機械室を拡

張することなく,交流エレベータを撤去して直流に置き

替えうる見通しがついた｡

埼玉ビルの7人乗90m/minエレベータ1台は150

m/min ギヤ,レスエレペ,タと並列に設置されている

が,夜間あるいは閑散時にはギヤーレスの方は停止して

おもにこちらを使用するために自動式コレクチブコソト

ー【･-ルにした｡

日本銀行本店納の積裁量2,700kg速度45m/minの

貨物用エレベータほケージ聞口 2,500mI廿,奥行2,500

mm,出人口高さ2,100mmの大形である｡ケ←ジほ出

入口が直角二方向のため弟27図に示すようにコ←ナーポ

スト型である｡この型は構造上積荷が片寄ると床が傾き

やすいので,床は勿論スリング,クロスヘッドなどを特

に丈夫にがつちりとした｡ケージの尿は有効幅一方が

1,970mm,他方が1,980mmをうるためにセーフティ

ゲートとしいずれも電動開閉式になっている｡

交流エレベータ

30年産も数量的に王座を占めたのは交流二速度エレべ

_タである｡ケージの床張りを全面的に耐湿性のホモゲ

ンホルツに変更してゴムタイルの寿命を長くした｡また

電気関係では制御器具の改良に重点を置いた｡ランデン

グマグネットはエレベータの着床装置として重要なもの

せあるが,従来の原理の三転式を二転式に改め,漏洩磁

束の分布を研究して,固定側からの磁束を有効に可動側

に与え,可動側は極力インピーダンスの小さい節輪の配

･････････････.一141

第26図

Fig.26.

第27図

Fig.27.

Ⅴ鞄フロ7-コントロ･-ラ

Type V Floor Controller

日本銀行本店納貨物用ケ

Cage for Freight Elevator

第28国

Fig.28.

ージ

R型フロアーコントローラ

Type R Floor Controller

置とその巻線数を見出し,鉄心材料も可動側は鋳鉄を用

いるなど,理論的にも材料的にも種々設計改良を行った｡

その他弟28図に示すように回転型フロアーコントローラ

も,プレス作業を取入れて小型簡易化を行った｡

三和銀行本店納の積載量1,100kg(18人乗)速度00
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第29図 ラジオ東京テレビジョンアンテナ塔

Fig.29.Television Antenna Tower of

Radio Tokyo

m/minの人貸Ffj7号機1台と,900kg45m/mihの貨

物用8号枚1台とは並列に設置され,さらに1,100kg

(16人乗)速度60m/minの9号機が単独に設置された｡

この3台はいずれも日立製で,ケージの側板内面にポリ

エステル板を張り,貨物によって塗が損傷するのを防止

している｡また 勒扉開閉装置は直流電動機を使用しセ

レン電源を用いた｡9号鰍ま自動制御式のものであるが,

ケージドアーのセーフティゲートにはマイクロスイッチ

応用の新型セーフティシューをつけて人が扉にはさまれ

るのを完全に防止するなご,いくたの新機軸を実現した｡

自衛隊技術研究所納のエレベータは大型の人貨用で,

ハッチ出入口の屍は3速度3枚屈,有効間口1,800mm

のものであるが,交流二速度電動機の低速側を使用する

こ土ここよって扉の開閉速乾を適当にLた｡この電動機を

使うと扉を開く±きは迅速に,閉じるときはルー)くり了二

して安全,余胡的な開閉も行いうる持長がある｡

特殊なエレベータの例上して横浜市の崎陽軒i二納鋸こ

エレベータほケージおよび出入口のジャム,ドアーいず

れも円型である｡設置場所によってば床面積をきわめて

有効に低いうるので,将来こうした要望は増してくるも

第38巻 第1号

第39因

Fig.30.

ラジオ東京納テレビ塔桐エレベータ

Elevator for T.V.Tower Service

の上期持される｡

他の特殊例とし/て30年5月ラジオ南京のテレビ塔に設

置された4人乗40m/minのものは行柁99.5mにおよ

んでいる｡履外にあるためかなりの風圧を受けるので,

ワイヤーロープのフレ止をしたり,テイルコードをやめ

･■
-

/＼_0

トロリーワイヤーに代えるなご特別の工夫が払われ

電気器具が｣野水型であるのは勿論である｡第29図は

テレビ塔の外観第30図はエレベータの写真を示す｡

輸出第1号エレベータとして沖縄の琉球生命ビルに

AC単速度ボタンコントロー′し4人乗36m/minのもの

が1台納入された｡8月末に据付を完了し好調な運転を

続けている｡

文化服装学院納エレベータ用34kW直流電動機

本電動機は,ワードレオナード制御の客用ギャレスエ

レベータ用で,45分定格,電圧220V,回転数±90rpm

の低速大【叶転)ブ機である｡電源は34kW発電機,5kW

励磁機および50kW誘導電動機を共通砕こ一体とした

電動発電機を使用する.っ

エスカ レ ー タ

東京駅八重洲口∴二ある大丸デパート納の2階から3階

ムよび3階から4階問の日立エスカレ←タ2台はその後

きわめて好調な運転を続けている｡また続いて1J｣陽電

姫路駅納の1台も据付を完~√,商用運転に入り,江湖の

好評を博していろ｡第3咽は大丸デパートにおける口立

エスカレーダのサービス振りを示~8~｡これらの実績によ

る成果として30年にはいって橘百貨店からHE-1200塑

エスカレータ2台を受注した｡この概略仕様はつぎの通

りである｡

142…
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第31図 大丸テ∵′こ←-

Fig,31.Type HE-
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◎溶]宴組立工毅の実績に一~)いて

◎浸炭材料の熱伝導に一-Jいて

◎ほだ焼鋼に対する中間味なましの効果
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重)コールクー′しエナメルJ｣遠心塗装･∴一ノい-こ

本誌∴つきましての御~照会ほ下記発行所へ御願

致しノます｡

発 行 所

日立造船株式会社技術研究所

大阪市此花l亘■桜島北之町60

エスカレータの欄干廻りの意匠はもつとも人目を引く

ものであるが,l叶側のパネルほヘヤーライン仕上を施し

たステンレス板でj長りつめ,膿紺のハンドレ【ルとアル

ブライト処用をLた銚自色のデッキボード上はよく調印

が上れていく)､,な州別V泄Jこも幾多の改良が行われた

が,そのぉもな<)も叫=､▲記にケり記する丁

(1)踏段J)構造を改良して,前輪ぶ･よび後輪七も同一～

両のレー′L上を転臥･〕-る⊥うこLたので,レールも非

常に簡単にノユリた､,

(2)上部タ･- ナルギヤーノ)軸受はローラべヤリ
ン

グ,~1て部はポー′しべヤリングこL･て注油の心配をなく

し,保守が容易になつ7~二｡

(3)ハンドレール駆動 置を簡潔にLた｡

(4)レー′しブラケットおよびハンドレー′レプラケソト

などほ-ぅーべて銅材を熔族して造ること:ニ改めた｡

(5)そのほか部品の再検討を行い据付面積をさらに/ト

さく しノた｡

以上の結果エスカレー針ル性能沃従来より一段土向上

することができた｡その後上層の松坂屋から2台,岐阜

の丸物デパ←トの1子音なごを′受

る｡

に期待がもて

143:_




